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た。この研究で我々は新たに、オキシトシン結合因子 C4aは OT 輸送担体 Receptor for Advanced 
Glycation End-products（RAGE）とも結合することを見出した。 



























うち Receptor for Advanced Glycation End-products（RAGE）に注目し、検討を行った（参




の期間の変動に注目し、C4a が OT の担体として、生理的な役割を果たすことができるかを検
証することにした。 
本申請では、生後から成体に至る発達過程中や、妊娠、出産、授乳という劇的変化のある期
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血漿中の C4a 値は成長とともに増加した。妊娠期には CD38-/-ではさらに増加したのに対し、
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